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市
町
村
税
条
例
轟
の
l
部
を
改
正
す
る
条
例
塞

市
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取

条

例
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.

　

　

　

　

1

栂

を

大

の

よ

う

に

改

正

す

る

D

日
次
中
｢
第
三
節
　
自
転
車
荷
車
硬
(
第
八
十
条
-
第
九
十
1
粂
)
｣
を
｢
第
三
節
､
.
軽
自
動
車
税
(
爵
八
十
条
-
第
九
十
1
条
の
二
)
に
改
め
る
.

算
三
条
第
一
項
第
三
号
を
衣
G
r
よ
-
に
改
め
る
｡

三
　
軽
自
動
車
枚

第
二
十
条
撃
頑
中
｢
滞
納
に
係
る
｣
を
郁
り
'
｢
徴
収
金
｣
の
下
に
｢
で
そ
の
艶
期
限
洩
経
過
し
た
も
の
｣
を
加
え
る
0
･

第
三
十
l
粂
集
二
項
本
文
中
｢
前
項
第
二
号
の
年
額
u
-
〇
･
i
円
｣
を
｢
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
t
J
鉄
す
る
均
等
割
｣
町
改
め
る
｡
.

垂

1

廃

す

壷

}

妻

墓

や

特

別

の

若

妻

工

下

垂

･

妻

｡

〔
課
税
総
所
得
金
額
を
課
税
慧
T
と
し
て
所
得
割
を
諌
す
る
市
町
村
〕
.

第
三
十
三
条
第
二
項
中
｢
金
額
を
い
い
､
｣
の
下
に
｢
扶
叉
は
こ
れ
に
基
-
政
令
で
特
別
の
足
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
'
｣
を
､
｢
所
得
税
法

｣
の
下
に
｢
そ
?
他
の
所
得
税
に
醜
す
る
法
令
｣
を
加
え
る
O

虎
車
上
士
二
条
寧
1
項
や
｢
捻
所
得
金
額
か
ら
｣
の
下
や
T
(
総
所
得
金
額
中
に
給
与
所
得
が
含
ま
九
七
い
る
場
合
に
お
い
墓

等
叶
て
杜
､
席
菓
岳
♯
九
喜
一
巧
■
五
号
の
規
定
に
上
り
廿
井
し
た
金
尊
か
ら
当
該
給
与
所
称
に
係
る
牧
人
葦
丁

喜
車
え
も
と
き
は
､
三
万
由
)
･
を
払
除
し
た
金
井
に
上
る
も
の
･
と
を
士
芸
首
卜
叶
叶
千
丁
の
t
ヰ
十

重
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貰
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葦
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a
冬

草
二
十
五
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
｢
約
枚
業
務
着
の
所
得
を
所
得
税
法
｣
を
｢
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
､
港
又
は
こ
れ
に
基
-
政
令
で
特
別

の
定
を
す
る
場
合
を
除
-
は
か
､
所
得
税
法
そ
の
他
の
所
得
稔
に
関
す
る
法
令
｣
に
改
め
､
｢
従
っ
て
｣
の
下
に
｢
そ
の
所
得
､
を
｣
を
加
え
る
.

夢
二
十
六
条
中
｢
各
納
税
義
務
者
の
所
得
を
所
得
税
法
｣
を
｢
各
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
･
法
又
は
こ
れ
に
基
-
政
令
で
特
別
の
定
を
す
る
場
食

を
除
く
ほ
か
､
所
得
税
法
そ
の
他
の
所
得
税
に
関
す
る
汝
令
｣
に
改
め
､
｢
従
っ
て
｣
の
下
に
｢
そ
の
所
得
｣
を
加
え
る
0

第
五
十
三
条
算
l
項
中
琴
l
号
を
第
三
号
と
し
.
第
三
号
を
第
3
(
号
と
し
･
第
二
で
の
次
に
衣
の
1
号
を
加
え
る
.

二
　
当
該
年
に
お
い
て
所
得
が
皆
無
と
な
っ
た
音
叉
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
静
め
ら
れ
る
者

第
五
十
四
条
第
一
項
中
｢
同
様
と
す
る
｣
を
/
｢
固
定
資
産
枚
に
つ
い
て
同
じ
｣
に
改
め
､
｢
所
有
者
｣
の
下
に
｢
(
質
権
叉
は
百
年
よ
り
永
い
存

続
期
間
の
定
の
あ
る
地
上
権
の
目
的
で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
は
､
そ
の
質
権
音
叉
は
地
上
権
者
と
す
る
O
以
下
固
定
資
産
枚
に
つ
い
て
同
じ
｡
)
｣

を
加
え
る
〇

第
六
十
八
粂
第
二
項
中
｢
佐
算
定
税
額
の
二
分
の
1
.
に
相
当
す
る
額
(
市
(
町
､
村
)
長
が
必
要
と
私
物
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
仮
算
定
税

額
の
二
分
の
｣
に
相
当
す
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
(
町
､
村
)
長
が
定
め
る
癖
と
す
る
｡
)
.
を
｣
を
｢
仮
算
定
税
額
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

｢
俊
算
定
稔
額
｣
と
い
-
｡
)
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
(
市
(
町
'
村
)
長
が
必
要
と
霞
め
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
依
算

定
枚
額
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除
し
て
蕗
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
(
町
･
村
)
長
が
宥
め
る
顕
と
す
る
｡
)
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い

て
｣
に
改
め
､
同
条
第
三
項
を
衣
の
よ
-
に
改
め
る
0

3
　
前
項
の
規
定
に
ょ
つ
て
固
定
資
産
枚
を
賦
課
し
た
後
に
お
い
て
港
第
三
百
八
十
九
条
第
1
項
の
規
定
に
ょ
る
通
知
が
行
わ
れ
､
当
該
通
知
に
基

い
て
算
定
し
た
当
該
年
度
分
秒
固
定
資
産
税
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
｢
本
算
定
枚
額
｣
と
い
も
)
に
す
で
に
賦
醸
し
た
固
定
資
産
枚
額
が
蘭

た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
'
当
該
通
知
が
行
わ
れ
た
日
以
後
の
納
期
に
お
い
て
そ
の
不
足
税
額
を
徴
収
し
､
す
で
に
徴
収
し
た
固
定
資
産
税
額
が

本
算
定
税
額
を
こ
え
る
場
合
に
お
い
て
は
､
漁
第
十
七
条
の
規
定
の
例
に
1
J
l
つ
て
､
そ
の
過
納
額
を
選
付
し
､
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に

係
る
地
方
団
体
の
数
枚
金
に
充
当
す
る
｡
｢
山
野
二
軸
自
転
車
荷
車
秩
｣
を
｢
第
三
節
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
る
.

琴
八
十
条
の
見
出
し
中
｢
自
転
車
荷
車
枚
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
､
同
条
第
一
項
を
衆
の
よ
-
に
改
め
る
〇

二

▲

　

　

　

●



▼▲

鴨も_一一

軽
自
動
車
税
は
､
原
動
機
付
自
転
車
､
軽
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
(
以
下
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
｢
軽
自
動
車
等
｣
と
い
-
o
)
に

対
し
､
そ
の
所
有
者
(
港
第
四
百
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
ょ
り
当
該
軽
自
動
車
等
が
売
主
及
び
買
主
の
共
有
物
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に

お
け
る
当
該
買
主
を
含
む
｡
以
下
軽
自
動
車
枚
に
つ
い
て
同
じ
O
)
に
.
%
す
る
.

第
八
十
条
二
項
中
｢
自
転
車
又
は
荷
車
｣
を
｢
軽
自
動
車
等
｣
に
改
め
､
｢
法
第
四
百
四
十
三
条
｣
-
の
下
に
｢
虜
一
項
｣
を
加
え
､
｢
自
転
車
荷

車
稔
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
る
｡

弟
八
十
一
条
か
ら
第
八
十
四
条
ま
で
を
衆
の
よ
-
に
改
め
る
.
･

(
軽
自
動
草
枕
の
課
税
免
除
)

粛
八
十
1
条
　
衣
の
各
号
に
掲
げ
渇
毎
月
動
草
等
に
対
し
て
は
､
軽
自
動
車
税
を
鈍
さ
な
い
.

一
､
蘇
晶
で
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽
自
動
車
等

二
'
/
日
本
赤
十
字
社
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
の
-
ち
救
急
用
の
も
の

(
軽
自
動
車
税
の
税
率
)

第
八
十
二
条
　
軽
自
動
車
枚
の
税
率
は
､
衣
の
各
号
に
掲
げ
る
軽
自
動
車
等
に
対
し
'
1
台
に
つ
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す

る
○一

､
原
動
機
付
自
転
車

ィ
､
掩
排
気
量
が
〇
･
〇
五
タ
タ
ー
ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出
力
が
〇
･
六
h
･
p
ア
ブ
･
L
以
下
の
も
の

ロ
､
総
排
気
量
が
〇
･
〇
五
ク
ブ
ー
ル
を
こ
え
､
〇
･
〇
九
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の
､
又
は
定
格
出
力
が

〇

･

六

キ

ロ

ア

ブ

･

L

を

こ

え

'

〇

･

八

キ

ロ

ア

プ

ト

以

下

の

も

の

ハ
､
総
排
気
量
が
〇
･
〇
九
リ
タ
ト
ル
を
こ
え
る
も
,
Q
又
は
定
格
出
力
が
〇
･
八
キ
す
ア
ッ
ト
を
こ
え
る
も
t
Q

二
､
軽
自
動
車

ィ
､
農
耕
据
薬
用

三

年
額
　
　
五
官
円

年
額
　
　
入
官
円

年

額

　

　

千

　

円

年

析

　

　

千

　

円

ヽ

　

　

　

　

　

i

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

.

　

L

臣
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f

L

､

そ

　

の

　

他

三
'
二
輪
の
小
型
自
動
車

年
額
　
　
千
五
百
円

年
額
　
二
千
五
百
円

(
軽
自
動
車
税
の
賦
敦
靭
日
及
び
納
期
)

:
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.
I
.
.
.
.
;
I
.
I
.
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I
.
:
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a
.
.
:
I
∵
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f
f
I
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i
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I
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.
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.
i
.
.
､
=
=
.
1
7
芸
.
:
_
.
.
.
.
.
.
.
.
_
.
1
.
.
1
"
,

期
は
､
徴
税
令
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

I

(
転
自
動
車
税
の
約
枚
義
務
の
発
竺
滑
滅
等
に
倖
-
賦
諌
徴
収
等
)

第
八
十
E
:
条
　
軽
自
動
重
税
の
賦
課
期
日
後
に
約
枚
義
務
が
晃
年
し
た
者
に
は
､
そ
の
第
年
し
た
月
の
禦
月
か
ら
J
Z
I
朝
を
も
っ
て
,
範
日
動
克
粗
を

訣
す
る
｡

2
前
項
の
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
滑
滅
し
た
者
に
は
'
そ
の
滑
滅
し
た
月
ま
で
､
月
封
を
も
っ
て
､
軽
自
動
車
穂
を
課
す
る
0

3
　
讐
項
の
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
洞
城
し
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
約
枚
義
務
が
滑
滅
し
た
者
か
ら
す
で
に
徴
収
し
た
軽
自
動
主
税
が
前

項
の
規
定
に
ょ
つ
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
軽
自
動
車
税
額
を
こ
え
る
た
め
当
該
こ
え
る
部
分
の
稔
額
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
牧
金
*
r
そ
の
者
に
還

付
す
る
と
き
は
､
第
八
十
七
粂
第
二
項
の
規
定
に
ょ
る
申
告
寺
の
提
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
に
当
該
還
付
す
べ
き
税

額
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
の
納
付
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
､
港
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
O

第
八
十
五
条
の
見
出
し
中
｢
自
転
車
荷
車
空
を
｢
軽
自
動
車
M
J
に
改
め
･
同
条
中
｢
自
転
車
荷
車
税
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
､
｢
自
転
車

又
は
荷
車
の
所
有
者
｣
を
｢
原
動
機
付
自
転
車
に
係
る
軽
自
動
車
枚
の
納
税
義
務
者
｣
に
､
｢
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
｣
を
｢
徴
収
す
る
0
｣

に
改
め
る
｡

第
八
十
六
条
(
見
出
し
を
含
む
｡
)
中
｢
自
転
車
荷
車
枚
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
る
｡

第
八
十
六
条
の
二
の
見
出
し
中
｢
自
転
車
荷
車
挽
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
､
同
条
中
盲
転
車
荷
車
聖
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
､

｢
所
有
｣
の
下
に
｢
又
は
使
用
｣
を
加
え
､
｢
自
転
車
又
は
荷
車
｣
を
｢
原
動
機
付
自
転
車
｣
に
改
め
る
｡

四

p

･

.

･

‥

･

1

-

･

.



迄七

早

ヽ

第
八
十
七
条
を
衣
の
よ
-
に
改
め
る

(
軽
自
動
車
枚
に
閑
す
る
申
告
)

莞
十
七
条
晋
動
車
警
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
は
､
そ
の
莞
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
,
琴
一
十
四
号
雲
の
四
に
ょ
る
申
富
を

市
(
町
､
柑
)
長
に
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
菅
動
蓋
の
霊
義
務
が
滑
滅
し
た
者
は
,
そ
の
洞
漉
し
た
日
か
三
十
日
以
内
1
1
､
讐
十
四
号
雲
の
五
に
ょ
る
申
豊
富
(
町
､

村

)

長

に

珪

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

1

3
讐
項
の
申
墓
を
琶
し
た
者
は
､
当
該
-
警
等
に
つ
い
て
夷
の
各
号
の
浮
る
芸
の
-
ち
云
上
の
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ

-
た
署
に
お
い
て
は
,
そ
の
苦
が
生
じ
た
日
か
ら
十
昔
以
内
に
､
当
該
変
更
が
あ
っ
た
責
覧
い
て
讐
十
望
雲
の
六
誓
る
申
告

書
芸
(
町
･
村
)
長
に
苦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
た
だ
し
､
当
該
変
更
が
あ
っ
た
事
項
の
-
ち
に
当
該
警
動
葦
警
動
草
枕
の
納
税

義
務
の
滑
減
の
原
因
と
な
る
べ
き
事
項
が
あ
る
場
芝
お
け
る
当
該
事
項
に
つ
い
て
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
O

l
　
主
た
る
定
置
場
の
位
置
.

二
　
所
有
者
の
任
所
又
は
氏
名
若
し
-
は
名
称

三
　
使
用
者
の
任
所
又
は
氏
名
若
し
く
は
名
称

四
　
原
動
機
の
型
式

五
　
原
動
機
の
総
排
気
量
又
は
定
格
出
力

六

　

用

　

途

七

　

形

　

　

状

八
軽
自
動
車
又
竺
特
車
の
小
型
自
動
車
町
あ
つ
て
は
'
車
両
番
号

第
八
十
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
表
中
｢
自
転
車
荷
車
聖
を
｢
軽
自
動
車
挽
｣
に
改
め
る
｡

第
八
十
九
条
(
見
出
し
を
含
む
)
中
盲
転
車
雪
蒜
｣
を
｢
軽
自
動
車
秩
｣
に
改
.
め
る
.

五

_

,

,
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粛
九
十
条
の
見
出
し
中
｢
自
転
車
挽
｣
を
｢
軽
自
動
車
税
｣
に
改
め
､
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
-
に
改
め
る
｡

市
(
町
･
村
)
長
は
､
公
金
の
た
め
直
壊
専
用
す
る
も
の
と
熟
め
る
軽
自
動
車
等
に
対
し
て
は
､
軽
渦
動
奉
祝
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

第
九
十
条
第
二
項
中
｢
伯
転
革
荷
車
聖
を
｢
軽
自
動
車
聖
に
､
｢
当
該
申
請
｣
を
｢
当
該
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
波
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

年
度
､
細
別
及
び
税
額
並
び
に
夢
八
十
七
条
警
1
項
各
号
に
薄
げ
る
事
項
(
原
動
機
付
自
転
車
に
あ
っ
､
て
は
'
標
誠
番
号
を
含
む
)
及
び
当
該
軽

自
動
車
等
の
種
別
を
記
載
し
た
申
請
書
｣
に
改
め
､
同
条
撃
頑
中
｢
自
転
車
荷
車
税
｣
を
｢
軽
自
動
車
聖
に
改
め
る
｡

第
九
十
1
条
を
衣
の
よ
-
に
改
め
る
｡

(
原
動
機
付
自
転
車
の
療
誠
の
交
付
等
)

第
九
十
姦
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車
に
係
る
軽
自
動
車
枕
の
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
は
､
市
(
町
･
･
村
)
長
に
札
し
､
弟
八
十
七
粂
第
l
項

の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
､
琴
1
十
四
号
様
式
の
七
に
よ
る
申
帝
書
を
提
出
し
､
か
つ
'
当
該
原
動
機
付
自
転
車
を
草
不
し
て
､
そ
の
車
体
に
取

り
付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

2
　
粛
八
十
一
条
の
規
定
に
ょ
つ
て
軽
自
動
車
枚
を
課
さ
れ
な
い
原
動
磯
村
乱
転
車
の
所
有
者
は
､
そ
の
主
た
る
足
置
場
が
､
市
(
町
､
村
)
内
に

所
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
･
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
､
市
(
町
､
柑
)
長
に
対
し
､
第
二
十
四
号
様
式
の
七
に
ょ
る

申
請
書
を
提
出
し
､
か
つ
､
当
該
原
動
機
付
自
転
車
を
草
不
し
て
､
そ
の
車
体
に
取
り
付
け
る
べ
き
横
磯
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

軽
自
動
車
税
を
敦
さ
れ
る
べ
.
b
原
動
機
付
自
転
車
が
欝
.
八
十
一
条
の
規
定
に
ょ
つ
て
軽
自
動
車
枚
を
艶
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
に
お
け
る

当
該
原
動
機
付
自
転
車
G
F
所
有
者
に
つ
い
て
も
､
ま
た
'
同
様
と
す
る
｡

3
　
市
(
町
･
柑
)
長
ほ
,
前
二
項
の
規
定
に
ょ
り
標
識
を
交
付
す
る
場
食
に
お
い
て
は
､
そ
の
標
識
i
{
表
示
す
る
模
識
番
号
を
指
定
す
る
と
と
も

に
･
あ
わ
せ
て
･
そ
の
旨
を
記
載
し
た
証
明
薯
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
｡

4
第
表
及
び
竺
項
の
標
識
の
ひ
な
型
並
び
に
要
の
悪
書
の
様
式
は
･
そ
れ
ぞ
れ
第
二
十
毒
慧
及
び
琴
1
十
六
号
禁
に
ょ
る
∴

-
粛
-
は
第
二
l
項
の
鷲
に
嘉
を
受
け
た
標
識
は
､
.
芸
の
規
定
に
ょ
-
-
る
ま
で
の
間
は
･
市
(
町
,
秤
)
長
の
雲
を
頂
･
･
･

い
,
こ
れ
を
当
該
原
動
磯
村
自
転
車
の
草
体
の
見
易
い
箇
所
に
常
に
取
り
付
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

六

/

ー

､

_

.

　

　

_

瀞
.
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6
　
第
1
項
の
標
識
及
び
第
三
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
当
該
原
動
磯
村
自
転
車
に
係
る
軽
自
動
車
枕
の
納
枚
挙
務
が
滑
滅
し
た

＼

着
は
､
市
(
町
､
村
)
長
に
対
し
､
第
八
十
七
粂
第
二
項
の
申
青
書
を
箆
出
す
る
際
､
当
該
申
告
書
に
添
え
て
､
そ
の
癖
識
及
び
証
明
書
を
返
納

し
な
抹
れ
ば
な
ら
な
い
｡

7
　
琴
1
項
の
標
識
及
び
琴
二
項
の
証
噴
書
の
交
付
を
受
け
た
着
は
､
当
該
原
動
機
付
自
転
車
を
所
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
又
は
当
該
原
動

横
付
自
転
車
に
対
し
て
軽
自
動
車
祝
が
諌
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
'
そ
の
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
､
市
(
町
､
村
)
長

に
対
し
､
そ
の
標
識
及
び
証
明
幸
を
退
潮
し
な
け
れ
ば
な
ら
恐
い
｡
　
　
　
　
　
r

8
　
弟
1
項
又
は
第
二
項
の
標
識
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
そ
の
標
蔵
を
き
捜
し
'
若
し
く
は
亡
失
し
､
又
は
ま
滅
し
た
と
き
は
､
直
ち
に
､
そ
の

旨
を
市
(
町
､
村
)
長
に
属
叶
出
て
､
そ
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
当
該
療
蔵
の
き
規
又
は
亡
失
が
そ
の

昔
の
故
意
又
は
過
失
に
基
く
と
き
は
､
弁
償
金
と
し
て
･
　
-
肇
　
E
f
を
約
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

9
　
昇
1
項
又
は
琴
1
項
の
意
識
は
.
こ
れ
を
草
渡
し
､
貸
し
付
け
､
又
畔
不
正
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
｡

弟
九
十
l
条
の
次
に
衣
の
1
灸
を
加
え
る
｡

(
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
書
の
交
付
)

第
九
十
1
条
の
二
　
市
(
町
､
村
)
長
は
､
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
つ
い
て
現
に
軽
自
動
車
枚
の
滞
納
が
な
い
場
合
又
は
そ
の
滞
納
し
て
い
る
こ
と

が
天
叉
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
琴
一
輪
の
小
型
自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車
枕
の
納
税
義
務
者
の

申
請
に
ょ
つ
て
､
そ
の
旨
を
産
す
る
証
明
春
を
当
該
納
税
義
務
者
に
交
付
す
る
0

2
　
前
項
の
証
明
書
の
様
式
は
､
第
二
十
六
号
様
式
の
二
に
ょ
る
｡

第

九

十

三

条

中

｢

百

分

の

九

｣

を

｢

青

身

の

十

二

に

改

め

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

第
官
十
九
条
第
二
項
中
｢
三
十
日
｣
を
｢
三
月
｣
に
改
め
る
｡

摘
紺
餓
矩
)
.
什
損
折
目
粧
い
㌦

.
 
,
～
_
･
･
.
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♂
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則

(

施

行

親

日

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

″

l
こ
の
条
例
は
､
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
｡
た
だ
し
､
木
材
取
引
税
に
関
す
る
改
正
規
定
は
､
昭
和
三
十
三
年
七
月
盲
か
ら
施
行
す
る
｡

(
適
　
　
用
)

2
　
こ
の
条
例
に
ょ
る
改
正
彼
の
市
(
町
,
秤
)
祝
条
例
(
以
↑
｢
新
条
例
｣
と
い
う
.
)
の
規
定
は
､
こ
の
附
則
に
お
い
て
特
別
の
定
が
あ
る
も

の
を
除
く
ほ
か
,
昭
和
三
十
三
年
度
分
の
市
(
町
､
村
)
税
か
ら
適
用
す
る
｡

(

鮭

過

措

置

)

I

∴
∴
上
工
.
.
:
･
'
.
 
I
.
.
.
告
.
'
･
,
'
]
'
･
.
.
 
I
:
=
'
>
'
'
.
:
I
.
 
I
.
 
'
'
日
｡
日
'
'
:
:
.
-
.
 
I
.
 
J
I
T
'
:
∴
:
I
.
I

た
者
(
地
方
雷
の
一
部
を
慧
す
る
幕
(
昭
和
三
十
三
年
墓
慧
四
号
)
の
票
の
嘗
(
町
､
村
)
内
に
童
た
倉
霊
が
所
寄

る
菅
笠
又
は
二
輪
の
小
管
掌
に
つ
い
て
現
に
県
が
諌
す
る
自
動
車
誓
約
慧
警
有
'
J
て
い
た
君
-
ち
引
き
誓
そ
の
主
た
る
定

置
場
嵩
(
町
･
村
)
外
に
苧
こ
と
な
く
当
該
-
動
要
は
二
輪
の
小
菅
葦
を
誓
す
る
も
の
で
当
管
動
車
讐
監
義
務
が
霊

し
た
旨
を
蛋
し
て
申
書
写
で
に
県
に
琶
し
て
い
る
も
の
を
除
く
.
)
は
､
そ
の
莞
し
た
日
(
こ
の
条
例
竃
帝
の
日
…
の
間
に
､
臥

雲
務
が
莞
し
た
着
に
あ
っ
七
は
･
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
-
る
｡
)
｣
と
,
同
条
例
莞
十
1
条
/
*
1
1
項
中
｢
莞
し
た
日
｣
と
あ
る
の

は
｢
莞
し
た
日
(
こ
の
条
例
の
禁
の
日
ま
で
の
間
に
そ
の
苦
が
萱
し
た
と
き
は
､
こ
の
条
例
の
禁
の
日
と
す
る
｡
)
｣
と
雪
雲

る
も
の
と
す
る
｡

ー≡感凱那＼
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4
　
新
条
例
第
九
十
1
条
第
二
項
前
段
の
規
定
は
､
昭
雪
1
+
三
年
四
月
一
日
に
お
い
て
､
同
条
例
第
八
十
一
条
の
規
定
に
ま
っ
て
軽
自
動
車
税
を

醗
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
原
動
機
付
自
転
車
を
所
有
し
て
い
る
着
(
法
第
四
官
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
原
動
機
付
自
転
車
が

売
主
及
び
買
主
の
共
有
物
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
買
主
を
含
む
｡
)
に
対
し
て
も
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
･
同
条
例
第
九
十
一
条
第
二
項
前
段
中
｢
そ
の
主
た
る
足
置
場
が
市
(
町
､
村
)
内
に
所
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
､
そ
の
事
由
が
発
生

し
た
日
｣
と
あ
る
の
は
､
｢
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
0

5
　
原
動
機
付
自
転
車
の
標
識
は
､
新
条
例
第
九
十
1
条
爵
四
項
の
規
定
に
基
-
同
条
例
第
二
十
五
号
様
式
(
以
下
次
項
に
お
い
て
｢
新
様
式
｣
と

い
も
)
の
鹿
足
に
か
か
わ
ら
ず
､
別
に
市
(
町
､
村
)
長
が
指
定
す
る
日
ま
で
の
問
は
､
改
正
前
の
市
(
町
､
村
)
枚
条
例
琴
一
十
五
号
義
式

(
以
下
次
項
に
お
い
て
｢
旧
様
式
｣
と
い
-
o
)
t
に
ょ
る
こ
と
が
で
き
る
0
£

6
　
前
項
の
濃
定
に
ょ
り
旧
様
式
に
ょ
る
標
識
の
交
付
を
受
け
た
着
は
､
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
ょ
り
市
(
町
､
村
)
長
が
指
定
す
る
期
間
内
に

当

該

標

識

を

新

様

式

に

ょ

る

模

誠

に

取

り

替

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

_

7
　
新
条
例
第
九
十
三
条
の
規
定
は
､
昭
和
三
十
三
年
四
月
1
日
以
後
小
売
人
又
は
国
内
消
費
用
と
し
て
直
接
滑
費
者
に
売
り
辞
さ
れ
る
製
造
た
ば

こ
に
つ
い
て
適
用
す
る
も
の
と
し
､
同
且
肌
に
係
る
舟
に
つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
ょ
る
｡

8
}
改
正
前
の
市
(
町
､
村
)
枕
条
例
の
規
定
に
基
い
て
課
し
た
､
叉
は
訣
す
べ
き
で
あ
っ
た
市
町
村
税
に
つ
い
て
は
､
な
ぉ
従
前
の
例
に
ょ
る
O

9
　
こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
こ
の
附
則
の
裁
定
に
ょ
り
従
前
の
例
に
ょ
る
こ
ど
と
さ
れ
る
市
町
村
税
に
係
る
こ
の
条
例
の
施
行
後
に

し

た

行

馬

に

対

す

る

罰

則

の

適

用

に

つ

い

て

は

､

な

お

従

前

の

例

に

ょ

る

｡
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